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円の面積を見当づける ｢算数的活動｣の工夫

杉 能 道 明

岡山大学教育学部附属小学校

研究の要約

私 は.子 どもの ｢生 きる力｣の育成のために舞数科が果たす役割 は,｢筋道

を立てて考 える力｣を培 うことだ と考えてい る｡

平成 14年度 か ら完全実施 が始 まった新学習指導要領では,学習内容が削減

されて,知識 ･技能の面では学力低下 もやむを得ない状況の中で,｢考える力｣

を伸ばす ことで学力を維持 .増進 してい くことができると考えるか らである｡

本研究では,円の面積の大 きさを見当づける際の ｢算数的活動｣に焦点を当

てたO見当づけは,大 きな間違いを防ぎ,大局的に問題解決 してい く上で大切

な考え方である｡見当づけは,子 どもの ｢生きる力｣として働 くと考えている｡

そこで,実践授業 を通 して,子 どもが円の面積の大 きさを見当づけるために

は どのような ｢算数的活動｣が有効であるかを探ってい く｡

1 研究の 目的 と方法

本研究では,円の面材の大 きさを見当づけ

る際の ｢算数的活動｣に焦点を当てたo見当

づけは,大 きな間違いを防ぎ,大局的に問題

解決 してい く上で大切な考 え方である｡ 見当

づけは,子 どもの ｢生 きる力｣ として働 くと

考 えている｡

そ こで,実践授業 を通 して,子 どもが円の

面積の大きさを見当づけるためには どの よ う

な ｢井数的活動｣が有効であ るかを探 ってい

く｡

2 研究の内容

(1) 円の面積学習における学習の流れ (千

どもの意織の流れ)の とらえ

円の面積学習における学習の流れ (子 ども

の音符の流れ) を次のよ うに考 えた｡

① 円の面積は円周内部の面に存在 し,円

の半径 と依存関係 にあることに気づ く｡

② 円の面積は,その円の半径を一辺 とす

る正方形 の面積 の 2倍 より大 きく4倍 よ

り小 さい ことを見当づける｡

③ 概測か ら円の面積は,その円の半径を

一辺 とす る正方形の約 3倍であることを

見当づける｡

④ 等積変形 して,円の面積は,半径 ×半

径 ×3,14で求め られ ることが分かる｡

(2) 子 どもが円の面積 の大きさを見 当づ

けるための ｢算数的活動｣の工夫

円の面積学習での子 どもの意識の流れ を考

えた時,｢円の面領 と半径の間には どんな関

係 があるで しょ う｡｣ と初 めか ら考 えるべき

依存関係が与え られ たのでは,子 どもの主体

的な活動は期待できない｡子 どもが 自分で｢円

の面積 と半径 (直径) との依存関係 に着 目す

る｣ ことが大切である｡
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また,｢円の面積 は,その円の半径 を一辺

とす る正方形の面積の 2倍 より大きく4倍 よ

り小 さい｣ ことは.教師の適切な支援な しで

一度に子 どもにとらえさせ ることは困難であ

る｡

そこで,以上の 2点か ら,次のような ｢弊

数的活動｣を L夫 した｡

円の面積 と半径 (直径) との依

存関係に着 目しやす くするための

円の面積の大きさについて考える際には,

正方形の面積 と関連づけて考 える活動を取 り

入れる｡

正方形の面積は,-辺の長 さが分かれば決

まること,一辺の長 さが大きくなると面積 も

大きくなることを想起 させ ることで,円の面

積は,半径または直径で決まること,半径ま

たは直径が大きくなると面積 も大きくなるこ

とを類推で とらえやす くす る｡

円の面積を見当づけるための算

子 どもが,円の面積 と半径 (直径)の依存

関係 に着 目してきた ところで,｢直径 ×直径

の正方形｣ と ｢円｣,｢半径 ×半径の正方形｣

と ｢円｣のカー ドを比べ させ るよ うにす る｡

これにより,円の面積は

庶径 ×直径 の正方形の面

積 よ り小 さいこと,半径

×半径の正方形の面積 よ

り大きいことに目を向け

やす くする｡ (図①) 図①

円の面積 を見当づける際には,まず,｢円｣

と ｢それ に外接す る正方形｣,次に ｢円｣ と

｢それに内接する正方形｣のカー ドを使 って

考える活動にす る｡ 2つの活動を一度にす る

のではなく, 2つに分けることで,子どもが

考えをもちやす くす る｡

｢円｣ と rそれに外接する正方形｣のカー

ドを使 うと明 らかに ｢外接する正方形｣の方

が面積が大きい ことが分かる｡ ｢外接す る正

方形｣が ｢半径 ×半径の正方形｣の何倍かを

とらえさせ ることで,

円の面積は半径 ×半径

の正方形の 4倍 より小

さいことをとらえやす

くする｡ (図②)

次に,｢円｣ と ｢そ

れに内接する正方形｣

のカー ドを使 うと ｢内

接す る正方形｣の方が

面積が小 さいことが分

かる｡ ｢内接する正方

形｣を ｢半径 ×半径の

蛋

図(む

◎
図③

正方形｣の何倍かをとらえさせ ることで,円

の面積 は,その半径の長 さを一辺 とする正方

形の面積の 2倍 より大きいことに気づきやす

くする｡ (図(卦)

3 授業の美麻

(1) 単元名 ｢円｣

(2) 目標

･ 円周 と直径 (半径),円の面積 と半径 (直

径)などの依存関係に着 日し.その関係 を

進んで求めようとする｡

･ 円とそれに外接する正方形の関係に着 目

して円周の長 さの範囲を見当づけた り.円

とそれに内接す る正方形,外接する正方形

の関係に着 目して.円の面積の大きさの範

囲を見当づけた りすることができるo

･ 円周や円の面積 を公式 を使 って求めるこ

とができるO

･ 円周率について知 り,円周や 円の面積の

求め方が分かる｡

(3) 単元の構想 (全 7時間)

第一次 円周 と直径 ･･･ ･･

第二次 円の面積 ･･････
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･3時 間

･4時間



第 1時 円の面積の見当づけ ･･･(本時)

第 2時 円の面積の概側

第 3時 円の面積の公式

第 4時 練習と評価

(4) 本時の位置づけ

第一次では.円周 と直径 (半径)の依存関

係を扱い.第二次では,円の面積 と半径 (杏

径)の依存関係を扱 う｡本時は第二次の第 1

時で,円の面積は半径 メ半径の 2倍より大き

く,4倍 より小さいことを説明できることに

ねらいがある｡

(5) 本時の目標

円に外接す る正方形を重ねる,円に内接す

る正方形を塵ねるなどの ｢算数的活動｣を通

して.円の面積は半径 ×半径の 2倍より大き

く.4倍より小 さいことを説明することがで

きる｡

(6) 本時の展開 (本時は第二次第 1時)

円の面積 と半径 (直径) との依

存関係に着 目しやす くす るための

正方形 と円を掟示 し,面積はどの部分かを

問いかけ,円にも面積があることを円周内部

の面をなぞって確認 させてか ら,｢正方形の

面積は何が分かれば決まるかな ?｣と問いか

けた｡

正方形の両横は一辺の長 さが分かれば決ま

ること,一辺の長 さが大きくなると両横 も大

きくなることを碓落 した後.r円の両横は何

が分かれば決まるかな?｣ と問いかけた｡

子 どもは,正方形の面積の場合からの類推

で,｢円の半径｣｢円の直径｣と答えてきた｡

また,｢半径や直径が大きくなると円の面積

はどうなると思 うかな?｣と問いかけると,

全員の子 どもが ｢大きくなる｡｣と答えてき

た｡

I L

円の面積 を見当づけるための算

子 どもが,円の面積 と半径 (直径)の依存

関係に着 目してきた ところで-ます.｢直径

×直径の正方形｣ と ｢円｣のカー ドを比べ さ

せ るようにした｡ (図④)

子 どもは,円の面積は

直径 ×直径の正方形の面

積より小さいことはすぐ

に判断することができた｡

次に,｢半径 ×半径の

正方形｣と r円｣のカー

ドを比べ させ るよ うに し

た｡ (図⑤)

子どもは,円の面積は

半径 ×半径の正方形の面

積より大きいことつまり

半径 ×半径の 1倍より大

重
囲④

蔓
図(9

きいと判断することができた｡

円の面積は,直径 x直径の正方形の面積よ

り小 さいこと,半径 ×半径の 1倍の面積 より

大きいことを子 どもが とらえたところで.本

時のめあてを ｢円の面積は半径 ×半径の何倍

になるか考えよう｡｣ と決めた｡

ここで.まず,｢円｣

と ｢それに外接す る正方

形｣のカー ドを使って考

える活動に した｡ (図⑥)

｢半径 ×半径の正方形 ｣

のカー ドをもとに考える

ことで,子 どもは,円の

面積は半径 ×半径の正方形の4倍より小 さい

ことをとらえることができた｡

次に,｢円｣と ｢それ

に内接す る正方形｣のカ

ー ドを使って考える活動

に した｡ (図⑦)
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｢長 さが分かるのは どこかな ?｣と助言 し,

2本の対角線 を引かせてそれが円の直径であ

ることを確 かめてか ら,円に内接す る正方形

の面積 は半径 ×半径の正方形の面積 の何倍 に

なるかを考 える活動に した｡

子 どもは,次の A 児,B児 に代表 され る

2つの考 えをもち,話 し合いで発表 してきた｡

^児 ぼ くは,計算で面積 を求めま した｡ 円

の内側 の正方形の面積は,

半径 ×半径 ÷ 2×4-半径 ×半径 × 2

なので,半径 を一辺 とす る正方形の 2

倍にな ります｡

B児 ぼ くは,このよ う

に (図⑧)三角形

を動 か して考 えま

した｡半径 ×半径

の正方形の 2倍 に 図(砂

な ります｡

こ うして,円の面積 を見 当づけることがで

きた子 どもは,｢円の面積 は半径 ×半径 の正

方形の 2倍 よ り大きい｡ 円の面積は半径 ×半

径 の 4倍 よ り小 さい｡｣｢円の面積 は半径 ×

半径の約 3倍｡｣な どと発言 した り, ノー ト

にま とめた りす ることができた0

4 研究の成果 と課題

(1) 円の面積 と半径 (直径) との依存関

係 に着 目しやす くす るための葬数的活

動について

正方形の面積 と関連づけて考える活動 を取

り入れ ることで,子 どもは円の面積は半径 ま

たは直径 と依存関係 にあることに類推的に気

づ くことができた｡ したが って,この括軌は

有効であった と考えている｡

子 どもが,円の面積 と半径 (直径)の依存

関係 に着 目してきた ところで,｢直径 ×直径

の正方形｣ と ｢円｣,｢半径 ×半径の正方形｣

と ｢円｣のカー ドを比べ させ る活動を取 り入

れたことについては,円の面積 を半径 ×半径

の正方形 をもとに見当づける見通 しを立てる

上で有効であった と考える｡

また,円の面積 を見当づける際には,まず,

｢円｣と ｢それに外接す る正方形｣,次に ｢円｣

と ｢それに内接す る正方形｣のカー ドを使 っ

て考える活動に したことについては,子 ども

が円の面積 を見当づ けることができた点か ら

は成果があった と考える｡

ただ,見当づけを進める展開の仕方につい

ては反省すべ き点がある｡ どこまで教師が支

援 し,どこか ら子 どもに任せ るかの線引 きが

唆味だったために,子 どもへの支援が足 りな

かった りしたのではないか と考えている｡

例 えば,説明をもっと多 くの子 どもに させ

て定着を図った り, うま く説明できた子 ども

をもっと称揚 した り,｢円にぴ った り入 る正

方形は,半径 ×半径の何倍で しょう｡4倍 も

ないね｡だって 4倍だ と円の外にある正方形

だか ら｡ 2倍かな,3倍かな｡ これを使 って

考 えてみ よ う｡｣ などと積極的に助言 した り

す る方法 もあったのではないか と反省 してい

る｡
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活動 について
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